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高温軟化特性を有するカーボンナノチューブ複合 

ニッケルめっき被膜を用いた微細金型の作製技術 

 

ナノインプリント転写型は、通常、マスター型から電鋳によって作製し

ます。しかし、電鋳は、時間がかかる高価なプロセスです。そこで、ナノ

多結晶 CNT ニッケルめっき被膜の高温軟化特性を用いて、マスター型から

塑性加工により転写型を作製する手法を開発しました。ナノインプリント

のみならず、射出成形用微細金型などにも応用が可能です。  
 
・塑性加工によるマスター型の転写により、微細形状の金型を作製することがで

きます。 

・ナノインプリントによるナノインプリント用転写型の作製 → 転写型の低

コスト化が容易です。 

  

・カーボンナノチューブ複合めっき被膜は、常温では硬いが、400℃以上で極端

な高温軟化特性を示すため、塑性加工による微細金型の製造が可能となります。

この高温軟化特性は、カーボンナノチューブの複合化により発現するものです。 

・一般に、200℃程度とされる樹脂成形温度においては、十分な硬さがあるため、

型寿命も見込めます。 

高温軟化特性 転写型（例） 

ナノインプリントによるナノインプリント用転写型の作製イメージ 
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